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Ⅰ.大阪被害者支援アドボカシーセンターの歴史

1995年 阪神淡路大震災の際の大阪YWCAこころの
ケアネットワーク」における被災者支援活動

1996年 「大阪被害者相談室」開設
（全国3番目の民間被害者支援組織）

1997年 大阪被害者支援会議に加盟
2001年 大阪府警察本部より民間被害者相談員委嘱
2002年 NPO法人格取得。現名称に改称
2008年 大阪府公安委員会より「犯罪被害者等早期

援助団体」の指定を受ける
2013年 大阪市より認定NPO法人に認定される



Ⅱ.大阪被害者支援アドボカシーセンターの活動

電話相談

06-6774-6365
月～金 10時～16時
毎月第2木曜日

14時～16時は法律相談

（大阪弁護士会被害者

支援委員会の協力）

06-4303-4011
毎月2回

男性の性被害相談専用



Ⅱ.大阪被害者支援アドボカシーセンターの活動

面接相談
・よりよい支援活動のために被害者の状況・

ニーズの把握

・大阪弁護士会被害者支援委員会弁護士

による面接法律相談

・臨床心理士等によるカウンセリング



Ⅱ.大阪被害者支援アドボカシーセンターの活動

直接的支援
付添い支援

（警察・検察庁・裁判所・医療機関・行政機関等）

裁判傍聴付添い支援 裁判被害者参加付添い支援 病院付添い支援

代理傍聴



Ⅱ.大阪被害者支援アドボカシーセンターの活動

自助グループ支援
被害者自助グループ「ippo」への支援



Ⅱ.大阪被害者支援アドボカシーセンターの活動

広報・啓発活動

・シンポジウム・講演会の開催
・街頭キャンペーン
・啓発パネル展
・リーフレット類の発行
・ニュースレターの発行
・冊子類の発行
・講師派遣
・ホームページ（http://ovsac.jp/)
・X（旧Twitter）（@osakaovsac）



Ⅱ.大阪被害者支援アドボカシーセンターの活動

ネットワーク構築活動

・公益社団法人全国被害者支援ネットワーク加盟

・大阪府被害者支援会議加盟

・大阪府被害者支援調整会議

（オールおおさか被害者サポート）

・被害者団体との連携

・関係機関との連携



Ⅱ.大阪被害者支援アドボカシーセンターの活動

支援者養成活動

・支援活動員養成講座 ・被害者支援セミナー

・継続研修



Ⅲ．被害後の状況



Ⅳ．民間支援センターの望ましい位置づけ



Ⅴ．大阪府被害者支援調整会議



Ⅵ．民間支援センターの支援の意義

○事件直後から途切れることのない支援が可能

○きめ細かな支援が可能

○関係機関、被害者等とのフラットな関係構築が

可能

○職業人ではない一般市民が関わることにより、

被害者が社会に対する信頼感を取り戻すこと

に役立つ



Ⅶ．2024年度総支援回数及び件数
相 談 手 段

合計
電話相談 面接相談 直接的支援

回数 実件数 回数 実件数 回数 実件数 回数 実件数
殺人・傷害致死等 464 31 21 8 41 14 526 32

強盗・致死傷等 41 8 4 2 4 2 49 8
性的被害 863 136 56 25 52 23 971 136

暴行・傷害・
その他身体犯

162 38 4 2 1 1 167 38

危険運転致死傷・
死亡事故

309 24 20 10 23 11 352 26

交通事故 42 25 1 1 0 0 43 25
財産的被害 79 48 5 2 0 0 84 48
ＤＶ 4 4 0 0 0 0 4 4
ストーカー 15 6 0 0 0 0 15 7
虐待 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 83 73 0 0 0 0 83 73
合計 2062 393 111 50 121 51 2294 397



Ⅷ．2024年度性犯罪総支援回数及び件数

性犯罪・性暴力被害者への支援回数は全体の42.3％

実件数は全体の34.2％



Ⅸ．性犯罪被害者支援における課題
〇 連携先が少ない

医療機関（婦人科・泌尿器科・精神科等）

弁護士（女性弁護士）

〇 男性性被害者への支援が不十分

〇 子どもの性被害者への支援の困難さ

被害がなかなか明らかにならない

被害児との接触が困難⇒保護者への支援が中心になり、

本人の意向がわかりにくい

学校内での被害の場合、学校は被害者、加害者双方に

対応するため、十分な被害者対応ができない

同一校に被害者が複数発生する被害でも、校外での

被害の場合、学校は対応しないことが多い

↓

保護者、被害児双方への支援体制構築

学校との連携強化



おわりに
○「犯罪被害者等基本法」に則り、被害に

あった とき、誰でもがいつでもどこででも
被害直後から、 途切れのない継ぎ目のない
支援を受けることができる社会に。

○被害者を特別扱いしないで欲しい
被害者心情や置かれている現状を正しく
理解し、はれ物に 触るように接するので
はなく、人間らしい対応ができる社会に。

被害者が一日でも早く被害回復し、元の平穏
な生活を取り戻せるよう、全ての人が被害者
を支える社会を目指しましょう



ご静聴ありがとうございました
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